
中
井
履
軒
撰

コ
笠
宮
離
題
」

序

近
世
期
大
坂
の
儒
者
・
中
井
綴
軒
(
一
七
三
二

i
一
八
一
七
)
の

χ
記
い
注
釈
で
あ
る
吋
史
記
蹴
題
」
は
、
滝
川
亀
太
郎
百
人
記
会

考
証
い
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
、
清
・
梁
玉
川
判
官
~
記
志
疑
い
と
共

に
、
「
和
漢
史
記
参
考
書
の
双
盤
」
(
池
田
服
部
次
郎
京
~
一
記
研
究
書

目
解
題
い
、
昭
和
五
十
三
年
、
明
徳
出
版
社
発
行
、
一
一
四
頁
)
と

評
さ
れ
て
い
る
の

中
井
履
軒
、
名
は
積
徳
、
字
は
処
叔
、
通
称
は
徳
二
9

緩
軒
あ
る

い
は
胸
人
と
号
し
た
。
懐
徳
堂
第
二
代
学
、
…
七
・
中
井
私
一
北
海
(
一
六
九

一二
'
t
J

一
七
五
八
)
の
第
二
子
と
し
て
生
ま
れ
、
兄
・
竹
山
(
一
七
三

0
1
一
八

O
問
)
が
第
四
代
学
主
と
し
て
活
躍
し
た
の
に
対
し
、

…
18L
一

「
終
身
際
印
加
し
て
筆
を
執
り
」
、
古
叫
ん
記
い
以
外
に
も
数
多
く
の
中
間

一
一
ウ
〆
}

史
書
注
釈
を
若
し
て
い
る
の
だ
が
、
履
軒
が
他
者
に
自
己
の
著
述
を

見
せ
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
こ
と
や
、
懐
徳
業
廃
校
(
八
六

に
つ
い
て

ニと
ォナ

ロ
汁
J

戸
j

日
出
男

九
)
前
後
に
自
筆
本
が
散
逸
し
た
こ
と
等
の
た
め
、
「
史
記
難
題
』

以
外
の
註
釈
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

(qど

筆
者
は
、
近
年
、
履
軒
の
中
国
史
書
注
釈
の
調
査
を
続
け
て
き
た

が
、
そ
の
過
程
で
、
従
来
の
研
究
で
は
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
言
霊
と
注
釈
書
・
『
漢
書
離
題
』
の
紗
写
本
が
現
存

(
自
筆
書
き
入
れ
本
は
所
在
来
詳
)
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
本
稿
は

問
書
伝
存
の
経
緯
を
整
理
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
注
釈
の
特
徴
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
底
史
思
想
の
一
端
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

(38) 

の
誌
を
残
し
て
い
た
こ
と
は
、
主
人
楽
後
警
籍

の
記
述
か
ら
、
ほ
ほ
間
違
い
な
い
q

…
大
楽
楼
一
は
履
軒
の

の
名
f

向
日
録
は
天
保
五
年
(
一
八
一
一
一
四
)
に
履
軒
の
孫
・
中



井
椀
関
が
作
成
し
、
綾
軒
の
高
豹
・
竹
島
袋
山
が
校
正
し
た
、

度
の
高
い
資
料
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
「
先
生
頭
書
漢
書
仰

五
十
川
川
」
と
あ
り
、
履
軒
が
注
釈
を
書
き
入
れ
た
志
向
惑
い
が
、
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
書
き
入
れ
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
冊

数
が
五
十
時
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
百
九
記
縦
題
い
や
玄
陶
器
縦

題
い
紘
一
リ
、
現
存
す
る
履
軒
自
筆
書
き
入
れ
本
が
、
い
ず
れ
も
現
時
の

通
行
本
を
用
い
て
い
た
こ
と
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
明
献
嶋
一
一
一
年
の
刊

記

が

あ

る

、

釈

玄

朴

訓

点

本

五

十

時

で

あ

っ

た

と

推

定
さ
れ
る
の

た
だ
し
、

向

日

銀

末

尾

に

「

紛

失

書

(

中

略

)

前

漢

汁
一
之
巻

m
L
i

一
四
十
一
一
間
十
一
一
一
米
喜
殿
へ
か
し
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
日
銀
作
成
の
時
点
で
、
慨
に
二
十
一
冊
認
が
紛
失
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
の
釈
京
朴
本
吋
漢
書
評
林
い
で
は
、
陳
勝
一
項
籍
伝
第

一
1
斡
彰
英
慮
山
口
ハ
伝
第
四
が
収
め
ら
れ
て
い
る
冊
に
あ
た
る
。
ま

た
、
第
間
十
一
冊

1
四
十
一
二
階
は
「
米
喜
殿
」
に
借
り
ら
れ
て
お

り
、
返
却
さ
れ
た
か
一
石
か
は
未
詳
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
何
武
王
喜
嘉

郎
丹
伝
第
五
十
六

1
遊
侠
伝
第
六
十
二
の
部
分
に
相
当
す
る
c

も
し

吋
漢
書
離
題
い
紗
本
が
、
一
部
散
逸
し
た
後
に
筆
写
さ
れ
た
の
で
あ

れ
ば
、
当
該
筒
所
の
注
は
現
存
し
な
い
こ
と
に
な
る
c

現
時
点
で
筆
者
が
確
認
し
て
い
る
秒
本
は
、
以
下
の
二
穫
の
み
で

あ
る
c

九
巻
九
冊

〔
寸
法
〕
縦
二
十
三
・
九
似
×
横
十
六
・
一
一
…

ω

(
書
式
)
無
郭
加
熱
界
、
毎
半
葉
十
行
、
毎
行
…
一

〔
伊
記
)
「
繋
山
競
書
」

E
…
窮
曾
神
習
文
庫
」

〔
装
訂
〕
問
針
娘
訂
法
。

河
合
繋
山
(
…
八
六
五

i
一
九
四

O
)
出
議
書
。
般
市
山
は
、
大

阪
・
泊
簡
審
院
に
学
、
び
、
後
に
上
京
し
て
大
東
文
化
学
技
等
に
出
講

し
た
漢
学
者
。
吋
潜
伏
寄
離
題
』
以
外
に
も
、
多
数
の
懐
徳
堂
関
係
資

料
の
紗
本
を
蔵
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
泊
顕
書
院
に
賠
た
頃
に
紗

写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の

②
内
閣
文
庫
光
一
吉
一
応
次
郎
旧
蔵
本
存
七
巻
(
『
漢
掛
一
一
之
巻
一

rl
巻

八
十
九
)
七
時

〔
寸
法
〕
縦
二
十
一
一
…
・
五

m
×
横
十
五
・
ム
ハ

ω
、
郭
内
十
七
・

o

m
×
十
二
・
三
郎
号

〔
書
式
〕
左
右
双
辺
、
毎
半
葉
九
行
、
版
、
心
白
口
単
黒
魚
尾
、
版

、
心
下
部
に
「
尚
友
書
震
」
、
欄
外
左
側
下
部
に
「
九
行
罫
」
と
印

別
納
さ
れ
て
い
る
用
紙
を
使
用

3

(
印
記
〕
「
光
吉
氏
戴
帯
一
一
己
「
光
士
口
氏
簿
家
子
孫
、
水
保
」
「
光
吉
氏
尚

友
書
屋
収
綾
」
「
内
関
文
庫
」

[
装
訂
〕
仮
綴
じ
合

光
吉
元
次
郎
こ
八
六
七

i
一
九
二
六
)

(39) 

の出刊紙帯一一日を、

一
平
成
五



p
p
ο
d
 

遺
族
が
寄
贈
し
た
光
古
文
庫
中
の
も
の
で
あ
る
ヲ
し
た
が

ぺ
内
閣
文
麿
漢
籍
分
類
目
録
い
に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
存
住
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
っ
頼
惟
勤
「
光
中
一
口
元
次
郎
著

吋
日
本
外
史
詳
九
日
μ

解
題
」
(
吋
北
の
丸
い
二
十
六
号
、
平
成
六
年
一
二

月
、
回
虫
公
文
書
館
発
行
)
に
拠
れ
ば
、
光
台
は
故
賀
の
入
。
大
学

卒
業
後
、
実
業
界
に
入
り
、
大
阪
の
日
本
綿
花
会
社
に
就
職
、
割
支

配
人
に
奈
っ
た
と
い
う
っ
光
吉
は
大
阪
に
在
っ
て
、
近
藤
南
州
二

八
五

0
1
…
九
二
二
)
に
漢
詩
の
添
削
指
導
を
受
け
て
い
る
。
彼
の

詩
稿
ウ
焼
事
散
人
詩
紳
い
(
光
古
文
産
所
収
)
に
は
南
州
の
批
一
止
が

書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
光
青
が
南
州
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
が
窺

F
円

h
u
z

え
る
の
南
州
は
履
軒
の
注
釈
や
詩
文
を
蒐
集
し
て
お
り
、
文
人
墨
客

と
の
交
遊
の
広
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
光
吉
は
南
州
、
を
介
し

て
紗
本
を
借
覧
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
光

の
吋
戦
開
策
蹴
題
い
誠
一
誇
に
は
、
「
内
申
ふ
i

月
十
日
就
授

南
州
外
史
識
」
等
と
あ
り
、
(
履
軒
自
穀
業
開

南
州
紗
写
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

っ
て
ち

き
入
れ
本
に
拠
つ

K

3

7

3
つ

い
比
似
し
J
h
u
ト

ν

ト
門
ゴ
『

mn匂
ギ
J
人
」

4
1
v
;
i
v
J
 

1
J
4
φ

』

i
t
g
J
U唱

J

誕
の
紗
本
は
、
両
者
と
も
に
各
掃
の
一

望
校
之
幾
」
と
掲
げ
、
次
行
に
一
字
下
げ
で

の
篇
名
を
挙
げ
、
次
に
夜
間
書
い
本
文
ま
た
は
顔
姉
古
川
出
の
当

該
匂
を
一
一
字
分
下
げ
で
掲
げ
、
行
を
改
め
て
行
頭
か
ら
践
を
記
す
と

い
う
向
一
の
形
式
で
あ
る
つ
ま
た
、
各
冊
に
含
ま
れ
る
の

注
が
、
次
の
よ
う
に
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
同
系
統

の
紗
本
を
転
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
凸

一
冊
目
帝
記
第
一
上

1
帝
紀
第
十
二

二
冊
目
年
表
第
一
dikeF

本
志
第
十

一
一
一
冊
目
列
伝
第
一
Jed--z

列
缶
第
十
一
ニ

四
冊
目
列
伝
第
十
四
i
列
伝
第
二
十
一
一
一

五
時
日
列
伝
第
二
十
四
j
列
伝
第
三
十
二

六
時
日
列
伝
第
一
一
一
十
三

i
列
伝
第
四
十
五

七
冊
目
列
伝
第
四
十
六

i
列
伝
第
五
十
九

八
時
日
列
伝
第
六
十

1
列
伝
第
六
十
七
上
(
①
の
み
)

九
時
日
列
伝
第
六
十
七
下

l
列
伝
第
七
十
下
(
向
右
)

⑦
・

φ
共
に
、
夏
妥
闘
い
篇
名
の
掛
一
一
聞
き
務
と
し
ゃ
、
写
誤
と
い
っ

た
椴
還
は
あ
る
も
の
の
、
両
者
を
対
照
す
る
こ
と
で
、
経
軒
が
書
き

入
れ
た
症
の
ほ
と
ん
ど
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
c

そ
の
碁
と
な
っ
た
紗
本
は
、
際
勝
頂
(
籍
伝
第
一

1
韓
彰
英
慮
山
口
ハ
伝

第
四
'
一
十
…
喜
嘉
郎
丹
伝
第
五
十
六

1
遊
侠
伝
第
六
十
二
の
い
ほ
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
前
掲
の
ヴ
大
衆
楼
書
籍
選
議
日
銀
い
成
立
の
天
保

五
年
以
前
仁
成
書
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
履

軒
の
他
の
中
間
史
書
注
釈
、
例
え
ば
百
人
記
離
題
ケ
門
的
判
昭
策
離

の
現
存
す
る
紗
本
が
、
多
く
は
履
軒
の
弟
子
の
竹
島
笹
山
・

(ω) 



村
山
見
山
の
紗
写
本
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

履
粁
存
命
中
に
弟
子
が
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
①

'φ
の
紗
本
は
、
何
時
頃
転
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
両
者
共
に
誠
諾
等
の
情
報
が
な
い
の
で
、
明
確
な
こ
と
は
分
か

ら
な
い
つ
だ
が
、
光
台
文
膝
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
履
軒
著
述
紗
本

の
多
く
に
は
識
誌
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
地
の
鈴
本

は
い
ず
れ
も
明
治
的
十
三
年

1
大
正
四
年
の
紗
写
で
あ
る
わ
光
吉
本

も
、
恐
ら
く
同
じ
頃
に
紗
写
さ
れ
た
も
の
と
忠
わ
れ

る丹
こ
の
当
時
は
、
大
阪
で
は
懐
徳
堂
を
復
興
し
よ
う
と
す
る
気
運
が

高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
明
治
四
十
三
年
に
は
嬢
鯨
堂
記
念
会

が
設
立
さ
れ
、
や
が
て
同
会
の
運
動
は
大
正
五
年
の
震
建
懐
徳
堂
の

竣…
L
へ
結
実
し
て
い
く
の
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
当
時
、
探
掛
川

堂
学
派
の
箸
述
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
り
、
有
識
者
の
間
で
自
筆
稿

本
や
鈴
写
本
を
融
通
し
あ
う
機
会
が
多
か
っ
た
と
忠
わ
れ
る

D

繋
山

の
紗
写
も
ま
た
、
こ
う
し
た
気
運
の
高
ま
っ
て
い
た
時
期
に
行
わ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
つ

路
軒
の
中
間
史
書
注
釈
の
中
で
、
最
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
「
史

は
、
諸
家
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
a

例
え
ば
平

の
「
関
官
器
作
者
…
践
、
官
血
(
牢
役
。
に
関
り
て
煮
躍

を
作
さ
し
め
、
官
、
牢
盆
を
輿
へ
ん
こ
と
い
う
一
節
は
、
古
来
難

解
な
筒
所
と
さ
れ
て
い
た
が
、
藤
井
宏
が
履
軒
の
三
作
い
、
諮
冶
鋳

也
n

血
(
煮
塩
別
乙
と
い
う
注
釈
を
取
り
と
げ
て
、
「
一
大
車
問
ん
」
と

2
f，
札
r

純
賛
し
て
以
来
、
「
問
問
(
W
M

器
作
、
煮
盤
、
官
血
ハ
牢
捻
。
(
宮
器
に
煽
り

て
作
さ
し
め
、
践
を
煮
る
も
の
に
は
、
官
、
牢
盆
を
輿
へ
ん
こ
と

い
う
読
み
方
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
も
、
項
羽
本
紀
中
の
鴻

門
の
会
に
お
け
る
座
位
に
つ
い
て
の
説
明
等
、
履
軒
の
解
釈
が
定
説

と
去
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
c

近
年
中
留
で
出
版
さ
れ
た

吋
史
記
」
注
釈
(
例
え
ば
玉
利
器
、
王
編
「
史
記
注
誇
』
一
二
秦
出
版

社
)
に
も
、
履
軒
の
注
は
多
数
引
か
れ
て
い
る
。

履
軒
の
弟
子
'
平
野
正
巳
に
よ
れ
ば
、
履
軒
は
「
史
記
」
だ
け
で

も
生
涯
に
五
、
六
十
遺
精
読
し
た
と
い
う
(
『
史
記
離
題
」
序
)
つ
ま

た
、
経
蓄
に
対
す
る
注
釈
、
『
七
経
雛
題
』
・
『
七
経
難
題
略
〕
・
円
七

経
逢
原
』
の
自
筆
稿
本
(
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
蔵
)
を
向
ん
て
も
、

履
軒
が
経
書
を
反
復
し
て
読
ん
で
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
前
出
「
天
楽
楼
書
籍
遺
蔵
目
録
』
を
見
て
も
、
彼
が
書

き
入
れ
を
し
た
書
籍
の
量
の
多
さ
と
そ
の
範
囲
の
広
さ
と
を
見
る

と
、
中
間
出
古
典
全
般
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
と
人
並
み
は
ず
れ
た
読

国
軍
の
多
さ
と
を
実
感
す
る
c

こ
う
し
た
経
史
を
始
め
、
広
く
中
国
古
典
を
読
み
込
ん
で
得
ら
れ

(4.}) 



た

該

博

な

知

識

は

、

に

お

い

て

も

、

遺

憾

な

く

発

揮

poo 

さ
れ
て
い
る
つ
例
え
ば
次
の
よ
う
な
注
が
あ
る
つ

寵
更
衣

「

吏

衣

」

以

廊

溺

為

、

主

意

。

(

東

方

朔

伝

注

)

吋
慰
安
忍
本
文
は
、
渓
・
武
帝
が
頻
繁
に
夜
間
に
お
忍
び
で
外
出
す

る
よ
う
に
な
っ
て
、
「
更
衣
」
が
設
櫨
さ
れ
た
と
い
う
一
節
で
あ

る
。
こ
の
「
更
衣
」
に
つ
い
て
顔
飾
古
は
、
「
休
息
・
易
衣
の
麗
た

り
円
亦
宮
人
を
霞
く
」
と
注
し
て
い
る
つ
し
か
し
、
本
文
の
こ
の
直

後
の
記
述
で
は
、
「
更
衣
」
は
十
二
筋
所
も
設
積
一
さ
れ
た
と
あ
る
つ

い
か
に
泉
常
の
た
め
と
は
い
え
、
多
過
ぎ
る
弓
夜
間
、
お
忍
び
で
出

て
い
る
間
に
、
何
回
も
着
脅
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
に
く
い
。

履
軒
の
「
郎
潟
(
か
わ
や
こ
と
い
う
解
は
、
門
戸
川
衡
い
問
詳
篇
等
の

用
例
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
宙
人
は
衣
服
が
汚
れ
た
り
悪
臭
が
付
い

た
り
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
用
使
の
前
に
着
替
え
を
し
た
こ
と
か
ら
、

闘
を
「
更
衣
」
と
も
呼
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る
口
履
軒
の
解
釈
の
方

が
は
る
か
に
明
快
で
あ
る
n

夜
間
書
離
題
い
に
は
、
こ
の
よ
う
に
従

来
の
解
釈
の
も
つ
れ
を
解
き
ほ
ぐ
す
、
貴
重
な
注
が
数
多
く
含
ま
れ

て
い
る
つ

綴
粁
は
、
吋
山
中
八
続
減
問
雌
題
い
を
著
す
等
、
天
文
学
に
つ
い
て
も

相
当
高
度
な
知
識
を
有
す
る
人
物
で
あ
っ
た
今
注
釈
に
お
い
て
も
そ

の
知
識
が
活
か
さ
れ
た
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
ち

金
援
底
土
逆
度

五
四
位
之
順
逆
、
乃
其
常
行
。
古
者
暦
法
粗
略
。
故
以
逆
為
毘
ハ

9

五
星

蝦
逆
之
際
、
有
不
動
之
時
ゥ
屠
家
名
之
巴
留
。
亦
其
常
。

(
翠
方
進
伝
詮
)

裂
方
進
伝
の
当
一
一
一
政
箆
所
で
は
、
金
星
が
寧
楼
(
珍
宿
の
南
側
に
あ
る

星
)
の
辺
り
を
通
過
し
、
土
問
誌
が
逆
行
す
る
等
の
天
文
現
象
を
、
皇

借
崩
御
の
凶
兆
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
履
軒
は
、
こ
れ
は
通
常
に

見
ら
れ
る
も
の
で
、
取
行
立
て
て
異
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い

と
し
て
い
る
。
実
際
、
火
星
・
土
星
等
の
地
球
の
外
側
の
惑
星
は
、

地
上
か
ら
の
見
か
け
の
動
き
が
、
止
ま
っ
た
り
(
留
〉
、
通
常
と
は

逆
方
向
に
進
ん
だ
句
(
逆
行
)
す
る
こ
と
が
あ
る
。
履
軒
の
指
摘
は

当
を
得
た
も
の
と
一
一
一
一
問
え
る
。

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
、
従
来
誌
も
思
い
つ
か
な
か
っ
た
指
摘
も

あ
る
守

(42) 

々

斑
縁
載
「
自
序
」
、
略
銃
…
…
所
側
除
っ
調
制
篇
題
賛
語
、
何
也
9

北
部
賛

…
結
後
入
所
増
入
、
非
子
一
長
之
筆
失
。
則
子
長
之
掛
一
一
問
、
本
口
ハ
如
此
、
非

斑
縁
制
之
包
ぅ

一
山
内
馬
選
伝
北
ハ
に
、

名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、

項
梁
業
之
、

子
~)J 

~~ <;;( 

之
ので、

殺は
j愛
救例
越え の
、(;f'篇



諸
侯
立
之
。
綜
嬰
背
懐
、
天
下
非
之
。
作
項
羽
本
紀
第
七
乙
の
よ

う
に
、
各
編
名
の
前
に
問
字
句
を
基
調
と
し
た
文
(
賛
一
諸
)
が
付
け

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

Em敢
闘
い
で
は
篇
名
の
み
を
列
挙
し
て
い

る
。
こ
の
違
い
に
つ
い
て
、
従
来
は
、
顔
'
訓
告
が
「
選
の
書
取
篇
を

序
す
る
に
各
々
別
に
僻
有
り
。
班
氏
並
ハ
の
文
多
き
を
以
て
の
放
に
略

し
て
載
せ
ず
の
(
後
略
)
」
と
注
し
て
い
る
よ
う
に
、
班
闘
が
削
っ
た

こ
と
に
照
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
履
軒
は
、
班
間
が

河
馬
選
伝
を
撰
述
す
る
捺
、
太
史
公
自
序
を
全
く
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
い
ほ

ど
編
集
の
手
を
加
え
ず
利
用
し
て
い
る
の
に
、
こ
こ
だ
け
削
る
筈
が

な
い
。
む
し
ろ
、
賛
認
は
後
人
が
加
え
た
も
の
だ
と
い
う
。
顔
姉

古
・
履
軒
い
ず
れ
の
説
が
正
し
い
の
か
、
保
に
断
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
媛
軒
の
注
が
従
来
の
国
定
観
念
に
盟
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
、
柔
軟
な
発
想
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

一
一
一
行
え
る
だ
ろ
う
。

吋
慰
霊
開
雛
題
」
で
は
、
詩
句
に
対
す
る
注
釈
の
地
に
、
援
軒
の
論

評
が
数
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
吋
漢
書
い
に
v

記
さ
れ
る

人
物
・
事
件
に
対
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
最
も
数
多
く
見
ら
れ
る
の

は
、
撰
者
・
波
留
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
つ

メァ、

然
負
材
受
辱
以
下
、
太
一
史
公
告
述
其
受
腐

刑
而
不
死
之
意
。
故
太
史
公
…
一
一
一
口
之
、
別
問
光
輝
発
越
。
孟
堅
一
一
一
一
口
之
、
別

紙
…
味
突

Q

作
文
一
町
内
占
地
歩
、
孟
堅
其
加
熱
識
哉
q(

季
布
繁
布
田
叔
伝
V

履
粁
が
指
摘
す
る
と
お
旬
、
「
漢
書
」
季
布
築
布
田
叔
伝
の
賛
は
、

ほ
と
ん
ど
官
ん
記
い
季
布
紫
布
伝
論
賛
の
引
き
写
し
で
あ
る
。
「
魚
(

材
受
辱
以
下
」
と
は
、
吋
史
記
』
の
賛
に
あ
る
、
「
彼
自
ら
其
の
材
を

魚
(
(
た
の
)
み
、
一
一
等
を
受
け
て
市
も
禁
じ
ず
、
用
ゐ
る
所
有
ら
ん
と
欲

し
て
其
の
未
だ
足
ら
ざ
り
し
な
り
。
故
に
終
に
漢
の
名
勝
と
震
る
。

賢
者
誠
に
其
の
死
を
重
ん
ず
。
夫
(
か
)
の
牌
妾
妓
人
の
感
慨
し
て
自

殺
す
る
は
、
能
く
勇
な
る
に
非
ざ
る
な
り
つ
」
と
い
う
一
節
を
指

す
9

斑
簡
は
こ
の
部
分
も
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
が
、
履
軒
に
よ

れ
ば
、
こ
の
文
章
は
、
李
陵
の
捕
に
遭
っ
て
死
刑
を
宣
告
さ
れ
、

百
v

ん
記
』
諜
述
の
た
め
管
制
川
(
腐
刑
)
を
選
択
し
た
司
馬
選
の
想
い

が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
輝
き
を
発
散
(
発
越
)
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
斑
留
が
そ
れ
を
引
き
写
し
て
も
、
何
の
味
わ
い

も
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
漢
童
と
の
、
秦
末
か
ら
前
議
一
武
帝
期
に
至
る
記
述
が
、
『
史
記
』

の
記
述
を
資
料
と
し
、
結
果
的
に
そ
の
大
部
分
を
援
用
す
る
の
は
、

あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
号
し
か
し
、
本
来
、
史

(43) 



家
が
そ
の
旅
史
観
を
明
ら
か
に
す
べ
き
賛
に
於
い
て
ま
で
、
一
一
円
馬
遼

の
論
賛
を
引
き
写
す
の
で
は
、
何
の
説
得
力
も
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
っ

こ

れ

と

は

逆

に

、

班

閣

が

の

論

賛

を

改

変

し

て

い

る

場

合
で
も
、
次
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
履
軒
の
筆
致
は
手
厳
し

三
つ

ト

v

出
謎
え
マ
バ
J

お

μ日
F
m
h

傍
末
及
賛
、
並
話
従
大
史
公
っ
班
捻
慣
々
如
初
学
強
為
文
者
。

(
張
揺
汲
鄭
伝
注
)

吋
漢
書
い
張
溺
汲
鄭
伝
は
、
吋
ゅ
ん
引
と
張
釈
之
鴻
掛
川
列
伝
と
汲
鄭
列
伝

と
を
基
に
一
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
京
~
記
』
汲
鄭
列
伝
末
尾
論
賛

中
に
あ
っ
た
諜
公
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
班
問
闘
は
賛
に
で
は
な
く
本
伝

末
尾
に
組
み
入
れ
て
い
る
つ
結
果
、
同
第
に
翠
八
ム
の
い
お
が
含
ま
れ
て

い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
つ
ま
た
、
班
悶
が
独
自
に
書
い
た

「
張
斡
之
の
法
を
守
り
、
時
的
勝
の
将
を
論
じ
、
汲
鯨
の
正
誌
な
る
、

鄭
話
時
の
士
を
推
す
は
、
間
一
此
の
如
か
ら
ず
ん
ば
、
亦
た
何
を
以
て
名

を
成
さ
ん
や
」
と
い
う
賛
も
、
際
収
軒
が
「
初
学
者
の
強
ひ
て
文
を
為

り
し
在
」
と
い
う
の
は
一
一
一
一
口
い
過
ぎ
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
一
世
間
わ
ん

と
す
る
と
こ
ろ
が
よ
く
分
か
ら
な
い
文
で
あ
る
つ
こ
の
例
の
よ
う

に
、
緩
軒
は
波
間
の
の
拙
劣
、
文
才
の
貧
弱
さ
を
非
難
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
の

緩
軒
は
更
に
、
斑
留
の
歴
史
恵
想
に
つ
い
て
も
問
題
に
す
る
。
例

え
ば
次
の
よ
う
な
注
が
あ
る
。

間
亦
少
密
鷲

四
方
征
妓
新
有
功
者
、
不
可
不
封
む
布
天
下
無
地
可
封

5

故
不
得
一
小

滅
奮
封
3

(

中
略
)
故
投
々
鍛
小
故
成
大
罪
。
如
酎
金
一
案
、
所
諒

一
一
網
打
章
者
、
非
特
設
時
法
禁
之
厳
也
。
司
馬
選
雄
明
知
之

9

市
嘗

代
之
事
不
能
明
一
一
一
一
口
之
3

但
去
「
間
亦
少
密
」
、
以
示
微
意
椀
辞
有
所

設
切
也
。
班
関
之
時
、
亦
何
所
詳
避
。
笠
明
一
一
一
一
悶
之
、
以
設
後
援
者
、

乃
襲
苫
人
記
」
之
文
、
亦
信
一
一
一
一
口
「
間
亦
少
密
」
而
己

9

出
疋
何
道
理
。

据
此
観
之
、
斑
縁
不
善
諮
百
叫
ん
記
」
者
。
世
耕
斑
・
馬
、
苦
哉
c

(
官
向
恵
高
后
文
功
毘
表
桟
)

す
な
わ
ち
、
吋
ゃ
ん
記
い
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
中
の
「
開
亦
少
密
」
と

い
う
匂
は
、
司
馬
遷
が
同
じ
前
漢
王
朝
の
時
代
に
生
き
て
い
た
た

め
、
武
帝
の
政
策
を
あ
か
ら
さ
ま
に
非
難
で
き
ず
、
「
微
意
椀
辞
」

を
以
て
殺
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
班
聞
は
後
議
の
人
で
あ
る
か

ら
、
前
漢
を
悌
る
必
要
は
な
い
の
仁
、
門
部
室
忍
高
一
問
答
問
后
文
功
思

表
に
お
い
て
、
一
河
馬
還
の
叶
微
意
椀
辞
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
申
斑

関
に
は
司
馬
選
の
意
向
が
読
め
て
い
な
い
5

歴
史
記
述
で
は
、
是
を

是
と
し
、
非
を
非
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
武
帝
の
諮

論
難
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

ト

A
史
公
自
停
を
、
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
ず
そ
の

(叫)

日工
L
1汁
4
J
H

引
お
引
が
J
ん



に
転
用
し
た
こ
と
に
対
し
て
も
、

最
前
川
…
取
舎
暖
柄
之
法
子
故
。
」
(
司
馬
選
伝
注
)
と
、
批
判

し
て
い
る
。
「
犠
柄
」
は
た
め
木
(
物
の
護
み
を
竃
す
道
具
)
の
こ

と
で
、
府
・
一
一
例
馬
点
が
一
両
馬
選
の
述
作
態
度
に
つ
い
て
「
貫
内
野
経

博
、
馳
勝
点
今
、
錯
綜
饗
柄
、
各
使
一
成
…
鶴
一
家
之
事
、
故
其
意
難

究
詳
実
。
」
(
吋
史
記
紫
隠
い
序
)
と
評
し
て
い
る
の
に
基
づ
い
て
い

る
。
つ
ま
り
、
歴
史
家
た
る
者
、
資
料
を
無
批
判
に
引
用
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

班
間
の
こ
う
し
た
歴
史
上
の
人
物
・
事
件
に
対
す
る
無
批
判
な
執

筆
態
度
は
、
単
に
暦
史
書
と
し
て
の
宮
室
内
い
の
出
来
が
惑
い
と
い

う
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
後
世
一
の
正
史
編
纂
に
関
わ
る
学
者

が
、
マ
供
動
向
い
に
倣
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
本

紀
を
読
ん
で
も
、
「
不
得
知
人
主
之
明
崎
、
不
得
知
天
下
所
以
治
乱

(
誰
が
名
君
で
誌
が
暗
君
か
、
天
下
が
乱
れ
た
の
は
何
故
か
が
分
か

ら
な
い
こ
(
元
帝
紀
注
)
と
い
う
事
態
に
主
っ
た
と
い
う
c

む
の
よ
う
に
、
否
問
書
蹴
題
い
で
は
、
斑
間
の
執
筆
態
度
に
対
し

て
、
し
ば
し
ば
痛
烈
な
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
ゥ
こ
う
し
た
批
判

の
根
底
に
は
、
例
え
ば
前
掲
「
問
問
亦
少
密
駕
」
注
に
「
立
し
く
之
を

間
約
一
世
間
し
、
以
て
後
撃
を
張
る
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
史
書
編
纂

は
、
後
世
の
君
子
に
資
す
る
為
の
も
の
と
い
う
、
春
秋
学
的
一
歴
史
観

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
つ

土
品
キ
Am

と
共
に
…
一
一
史
と
称
さ
れ
、

を
現
点
と
し
て
、
数
多
く
の
注
釈
・

て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
古
ん

と
の
相
対
的
な
媛
劣
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
罷
軒
ほ
ど
波
間
の
執
筆
態
度
を
痛
烈
に
論
難
す
る
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
熊
か
っ
た
っ

阪
本
問
、

，A持
oA'gd-nμ

の

の

本

来

の

目

的

も

、

を

読

解

す

る

こ
と
に
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
ら
も
史
書
を
著
し
て
い
る

綬
軒
に
と
っ
て
、
班
間
の
理
念
な
き
治
決
輩
出
』
編
纂
の
態
度
が
、
堪

え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

車高

(45) 

以
上
の
検
討
か
ら
、
夜
間
意
困
難
題
出
は
、
解
釈
に
お
い
て

極
め
て
有
用
な
注
釈
書
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
履
軒
の
一
肢
史
思

想
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
援
軒
の
影
響
を
強
く
受
け
た
山
片
鱗
桃
の
思
想
を
考
え

る
上
で
も
、
履
軒
の
中
間
史
書
注
釈
は
看
過
で
き
な
い
資
料
で
あ
る

と
考
え
お
ら
れ
る
=

履
軒
は
注
釈
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
歴
史
書
『
通
話
己
を
著

す
な
ど
、
震
史
書
に
つ
い
て
強
い
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
著
述
を
視
野
に
入
れ
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
蹄
・
五
井
欝
洲
や



兄
・
中
井
竹
山
か
ら
の
影
響
、
吋
大
日
本
史
?
「
神
{
是
正
統
記
』

の
先
行
史
書
と
の
違
い
、
当
時
日
本
で
流
行
し
て
い
た
、
百
ん
記
評

林
?
な
侠
書
評
林
」
等
の
明
人
の
著
述
と
の
関
係
、
さ
ら
に
遡
っ

て
、
宋
学
の
史
書
重
視
と
の
関
係
つ
い
て
も
併
せ
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

注(
1
)

関

村

天

国

七

回

真

。

問

書

の

一

発

行

は

明

治

四

十

間
年
。
本
稿
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
懐
徳
堂
方
、
の
会
が
発
行
し
た
復

刻
版
に
拠
っ
た
申

(2)
こ
れ
ま
で
に
日
賭
し
得
た
も
の
と
し
て
は
、

が
あ
る
っ
ち
な
み

に

、

に

つ

い

て

は

、

大

阪

大

学

懐
徳
栄
一
文
庫
に
自
筆
稿
本
が
存
し
て
お
り
、
吋
戦
開
策
い
は
大
阪
天

満
宮
御
文
膝
等
に
、
吋
一
凶
組
問
い
は
筑
波
大
学
付
属
問
書
館
に
、
そ
れ

ぞ
れ

h

紗
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
吋
営
者
い
・
吋
五
代
史
い

に
つ
い
て
も
注
釈
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
(
西
村
天
国
吋
慎
徳
堂
考
な

が
、
未
線
認
で
あ
る
の

(3)
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
を
参
照
さ
れ

省

略

1

0

J
j
h

、uv懐
徳
堂
文
膝
所
蔵

に
つ
い
て
(

五
十
八

号
、
平
成
元
年
十
二
月
)
、
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
所
蔵

本
に
つ
い
て
(
門
中
間
研
究
集
刊
」
月
号
、
平
成
三
年
六
月
)
、

間
策
雄
題
』
と
近
藤
南
州
と
(
「
嬢
恕
」
六
十
号
、
平
成
三
年
十
二

月
)
、
中
井
履
軒
の
言
問
誌
記
注
釈
に
つ
い
て
(
「
中
菌
研
究
集
刊
」

間
号
、
平
成
十
二
年
六
月
)
、
中
井
履
軒
撰
吋
国
語
雌
題
」
に
つ
い

て
二
国
文
学
論
考
い
三
十
七
号
、
平
成
十
三
年
三
月
)
、
志
川
慾
堂

事
典
』
(
共
著
)
(
平
成
十
一
一
一
年
十
二
月
、
大
阪
大
学
出
版
会
)

(
4
)
大
抜
大
学
嬢
徳
堂
文
産
所
蔵
。
同
資
料
の
解
説
と
全
文
の
翻
刻

は
、
拙
稿
三
天
楽
殺
害
籍
遺
蔵
自
録
」
に
つ
い
て
」
(
共
著
)
(
吋
懐

徳
い
六
十
九
号
、
平
成
十
三
年
一
月
)
を
参
照
。
ま
た
、
翻
刻
に
つ

い

て

は

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

(
W
E
B
懐

抱

堂

Z
G一¥¥

一s
g一
三
号
ち
¥
)
で
も
公
開
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
引
用
諮
所
中
の

「
米
喜
殿
」
と
は
、
大
攻
平
野
阿
(
現
大
阪
市
東
底
平
野
町
)
に
あ

っ
た
造
り
溜
震
・
来
患
喜
兵
衛
(
現
・
沢
の
鶴
酒
造
)
の
通
称
。
造

り
樹
患
の
主
が
、
五
十
時
も
あ
る
大
部
の
漢
籍
を
、
履
粁
の
書
き
入

れ
を
読
み
な
が
ら
、
こ
の
時
点
で
八
割
程
度
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら

れ
、
当
時
、
懐
徳
堂
や
水
哉
鯨
(
履
軒
の
私
塾
)
で
学
ぶ
大
坂
町
人

の
、
教
養
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
窺
え
る
の

(5)
光
台
文
障
に
つ
い
て
は
、
円
北
の
丸
」
第
二
十
六
号
(
平
成
六
年

三
月
、
開
立
公
文
書
館
発
行
)
に
、
分
類
自
録
が
掲
載
さ
れ
て
い

るさ

(
円
。
)
近
藤
南
州
出
蔵
議
は
、
現
在
、
大
阪
天
満
宮
御
文
躍
に
収
め
ら

れ
て
い
る
υ

(
7
)
 

言苦

(46) 

刀
口
口
三
日
し
ゴ

:
1
1
5

H
z
f
u
…コ
i
寸
ノ
会

1
1
1
1
7
7



行
〉
所
収
の
「
漢
代
製
塩
業
の
問
題
点

i

の
解
釈
を
め
ぐ

っ
て

i
」
と
題
す
る
論
文
。
た
だ
し
、
藤
井
は
伺
論
文
作
成
に
あ
た

っ
て
夜
桜
吋
ゃ
ん
記
難
題
い
を
見
ず
、
吋
史
記
余
波
考
証
い
所
引
の
も

の
に
拠
っ
た
た
め
、
滝
川
亀
太
郎
の
説
を
履
軒
説
と
誤
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
φ

(
8
〉
引
用
に
際
し
、
適
宜
記
号
を
補
っ
た
。
原
則
と
し
て
、
吋
お
供
番
難

題
い
の
引
用
は
原
文
で
、

3
2闘
い
‘
額
師
古
法
の
引
用
は
書
き
下
し

と
し
た
。
ま
た
、
文
学
は
出
来
る
だ
け
原
表
記
を
尊
京
し
た
。

(幻)


